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区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
区
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
毎
年
「
行
政
実

態
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、「
定
住
性
と
生
活
環
境
」、「
基
本
構
想
」、「
行
財
政

改
革
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
地
域
活
動
」、「
図
書
館
の
利
用
」、「
区
政
へ
の
要
望
」
の
七
項

目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
主
な
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 �
�
�
� 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
広
聴
課
へ
。

◆主な記事◆
◎行政実態調査がまとまりました …１面
◎特別区制度改革シリーズ４ ………４面

　

現
在
区
は
、
新
し
い
基
本
構

想「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」

２１

の
策
定
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
区
の
発
展
す
る
方

向
と
し
て
、
希
望
す
る
ま
ち
の

す
が
た
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

と
こ
ろ
図
１
の
と
お
り
「
公
園

や
緑
の
多
い
自
然
環
境
の
残
さ

れ
た
ま
ち
」
が
ト
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
現
行
の
基
本
構

想
の
周
知
度
な
ど
に
つ
い
て
も

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
杉
並

区
に
住
み
続
け
る
か
に
つ
い
て

は
、
図
２
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
環
境

の
と
こ
ろ
で
は
「
交
通
の
便
」

な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

　

福
祉
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り

な
ど
幅
広
い
領
域
で
ボ
ラ
ン
テ

行政実態調査が
まとまりました

ィ
ア
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
意
向
の
結
果

は
、
図
３
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
非
営
利
活
動
団
体
）
関
係
に

つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
区
が
直
面
し
て
い
る

財
政
難
を
克
服
す
る
た
め
に

も
、
行
財
政
の
改
革
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。（
図
４
）

　

ま
た
、
区
の
事
業
を
評
価
す

る
際
に
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
図
５
の
回
答
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

区
内
在
住
で
、　

歳
以
上
の

２０

男
女
一
四
〇
〇
人
を
無
作
為
に

選
び
、
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
収

率
は
、　

・
６
％
で
し
た
。

８３

　

な
お
、
調
査
結
果
の
報
告
書

は
、
区
政
資
料
室
、
図
書
館
、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
（
区
政
資
料
室
で
は

一
〇
〇
〇
円
で
販
売
も
し
て
い

ま
す
）
。

　

ま
た
、
結
果
の
主
な
内
容
を

ま
と
め
た
要
約
版
を
区
政
資
料

室
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

◇
基
本
構
想
に
つ
い
て

　

世
紀
を
目
前
に
控
え
て
、
区

２１の
あ
る
べ
き
将
来
像

◇
定
住
性
と
生
活
環
境

「
定
住
意
向
」
は　

・
４
％

８４

◇
地
域
活
動
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

「
参
加
意
向
」
は　

・
３
％

５６

◇
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

事
業
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
住
民
の
満
足
度
」

図１―希望するまちのすがた（複数回答）� （％）�
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２
月
２
日
、
環
境
庁
職
員
が

区
を
訪
れ
、
い
わ
ゆ
る
化
学
物

質
過
敏
症
の
調
査
研
究
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
昨
年
９
月　
２９

日
、
井
草
森
環
境
問
題
の
解
決

に
向
け
、
区
が
原
因
究
明
の
協

力
要
請
を
行
っ
た
こ
と
に
こ
た

え
た
も
の
で
す
。

　

報
告
の
内
容
は
、
こ
の
問
題

で
関
連
が
疑
わ
れ
て
い
る
化
学

物
質
過
敏
症
が
現
段
階
で
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
特
定
で
き

な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
化
学
物
質
過
敏
症
と
い
う

病
気
の
定
義
、
基
準
が
不
明
確

で
、
そ
の
発
症
の
原
因
も
明
ら

か
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
井
草
森
公
園
周
辺
住
民
の

あ
い
だ
で
起
き
て
い
る
健
康
不

調
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
も

環
境
庁
の
見
解
で
は
、
肯
定
も

否
定
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
区
で
は

国
に
対
し
引
き
続
き
研
究
を
進

め
、
井
草
森
環
境
問
題
の
原
因

究
明
へ
向
け
て
の
協
力
に
つ
い

て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　

区
で
は
、　

年
度
に
井
草
森

１２

環
境
問
題
に
よ
る
健
康
不
調
の

住
民
の
健
康
相
談
窓
口
を
常
設

す
る
ほ
か
、
杉
並
中
継
所
の
安

全
操
業
を
確
認
す
る
た
め
、
定

期
的
に
排
気
・
排
水
な
ど
の
環

境
調
査
を
行
い
結
果
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
へ
。

●
調
査
方
法
な
ど

「
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
と

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然
」を
望
む
声
が

ト
ッ
プ
に

井
草
森
環
境
問
題
に
関
連
し
て

環
境
庁
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
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多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

℡
３
３
９
８
‐
１
５
４
３
へ
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
後

２７

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１

―　

―
３
）【
内
容
】
地
域
の
グ

３６
ル
ー
プ
、
児
童
館
に
よ
る
人
形

劇
、
和
太
鼓
、
児
童
劇
な
ど

【
定
員
】
二
五
〇
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
浜
田
山
児
童
館
内
）
℡
３
３

１
７
‐
５
１
６
６
へ
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
が
歌
と
お
ど

り
を
披
露
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
前

２０

　

時
開
演
【
会
場
】
杉
並
公
会

１０堂
（
上
荻
１
―　

―　

）【
入
場

２３

１５

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
明
る

い
社
会
づ
く
り
の
会
・
田
嶋
℡

３
３
３
３
‐
０
０
４
１
へ
。

※
当
日
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
、

杉
並
区
へ
贈
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
が
豊
か
な
善
福
寺
公
園

で
、
冬
に
多
く
飛
来
す
る
野
鳥

の
観
察
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

１１

　

時
〜
正
午
【
集
合
場
所
】
都

１０立
善
福
寺
公
園
渡
戸
橋
付
近

（
Ｊ
Ｒ
荻
窪
駅
北
口
か
ら
関
東

バ
ス
「
南
善
福
寺
」
行
き
「
善

福
寺
公
園
前
」
下
車
）【
講
師
】

杉
並
野
鳥
研
究
会
代
表
・
竹
下

信
雄
さ
ん
ほ
か
【
定
員
】
五
〇

名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
公
害

調
査
係
へ
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
双
眼
鏡
（
八
〜
一
〇
倍
）
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

車
い
す
な
ど
を
利
用
す
る
障

害
者
や
視
覚
障
害
者
と
、
ペ
ア

に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。
指
導
も

あ
り
ま
す
の
で
初
心
者
で
も
す

ぐ
に
踊
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
後

２７

１
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
障

３０

害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸
東
４

―　

―
５
）【
参
加
費
】
五
〇
〇

１０
円
（
飲
食
代
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
℡
３
３
３

２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３
５
‐

３
５
８
１
へ
。

※
①
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
②

一
般
の
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
方
は
、
２
月　

日
ま

１５

で
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
区

内
で
昭
和
初
期
に
使
わ
れ
て
い

た
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
２
月　

日
に
は
甘
酒
を

２７

用
意
し
ま
す
。

FAX

　

【
日
時
】
▽
展
示
＝
２
月　
１２

日
�
〜
３
月
３
日
�
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
▽
甘
酒
＝
２
月　
２７

日
�
午
前　

時
〜
（
先
着
五
〇

１０

名
。
な
く
な
り
次
第
終
了
）

【
観
覧
料
】
一
般
一
〇
〇
円
、

小
・
中
学
生
五
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
郷
土
博
物

館
℡
３
３
１
７
‐
０
８
４
１

へ
。

※
車
で
の
来
館
は
不
可
。

　

【
日
時
】
３
月
３
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）【
講
師
】
消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
三
峰
宏
子
さ

ん
【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
２
月　
２１

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活

課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
４
℡
３
３
１
４
‐

３６

３
６
４
３
）
へ
。
電
話
申
し
込

み
も
可
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
後

２６

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
阿
佐
谷

図
書
館
【
講
師
】
著
述
業
・
三

善
里
沙
子
さ
ん
【
対
象
】
中
学

生
以
上
の
方
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
２

月　

日（
必
着
）ま
で
に
阿
佐
谷

１９
図
書
館
（
〒　

‐
０
０
０
１
阿

１６６

佐
谷
北
３
―　

―　

）
へ
。
申

３６

１４

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
５
３
７
３
‐
１
８
１
１
へ
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
前

２４

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
和
泉
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）【
内
容
】
講
義
と
簡
単
メ
ニ

ュ
ー
調
理
実
演
・
試
食
【
定

員
】
二
五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
℡

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
後

２０

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
講
師
】
元

２２

３２

新
宿
区
立
富
久
小
学
校
長
・
芳

沢
勇
さ
ん
【
定
員
】
七
〇
名

【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
℡
３
３
１
２
‐

６
６
２
３（
夜
間
ま
た
は
朝
方
）

へ
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

１０

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
杉
並
保

１０健
所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

【
内
容
】
第
六
次
改
定
・
日
本

人
の
栄
養
所
要
量
【
講
師
】
国

立
健
康
・
栄
養
研
究
所
・
江
指

隆
年
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在
住

で
栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
未
就

労
の
方
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
保
健
計
画
課
へ
。

　

親
子
や
グ
ル
ー
プ
で
狭
山
公

園
ま
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月
５
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
【
内
容
】
Ｊ

Ｒ
三
鷹
駅
か
ら
玉
川
上
水
緑
道

〜
多
摩
湖
自
転
車
道
約
一
三
㎞

（
徒
歩
）
〜
狭
山
公
園
（
西
武

新
宿
線
小
平
駅
か
ら
約
六
・
五

㎞
の
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
あ
り
）

【
対
象
】
二
〜
五
名
程
度
の
グ

ル
ー
プ
（
小
学
生
の
グ
ル
ー
プ

に
は
必
ず
大
人
が
同
伴
の
こ

と
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
２
月　

日
ま
で
に
善
福

２３

寺
、
善
福
寺
北
、
上
荻
、
西
荻

北
、
上
井
草
、
今
川
の
い
ず
れ

か
の
児
童
館
へ
。

　

【
日
時
】
３
月
４
日
�
・
５

日
�
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）【
募
集
区
画
】
両
日
と
も
一

四
区
画
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
２
月　

日
午

１８

前　

時
か
ら
電
話
で
リ
サ
イ
ク

１０
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
℡
３
３
３
１

‐
４
３
６
０（
水
・
木
は
休
館
）

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
（
最
終
締
切
は
２
月　

日
）。

２１

　

問
い
合
わ
せ
も
、
リ
サ
イ
ク

ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

１２

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１合
は　

日
に
延
期
・
区
後
援
）

１９

【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン

二
階
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
・
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―
９

―
１
）

◇
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方（
業
者
は
お
断
り
し
ま
す
）

【
参
加
費
】
二
階
デ
ッ
キ
（
一
・

五
�
四
方
）・
八
階
屋
上
（
二
�

四
方
）
の
い
ず
れ
も
一
区
画
二

〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
出

店
希
望
場
所
も
書
い
て
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ

２４リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―

１６６４
―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み

１９

２０３

催
し

講
座
・

　

講
演

　

杉
並
在
住
の
詩
人
・
谷
川
俊

太
郎
さ
ん
に
よ
る
詩
の
朗
読

と
、
谷
川
賢
作
さ
ん
率
い
る
ト

リ
オ
�
Ｄ
ｉ
Ｖ
ａ
�
の
演
奏
を

組
み
合
わ
せ
た
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

１８

２
時
〜
（
１
時　

分
開
場
）【
会

３０

場
】
浜
田
山
会
館
（
浜
田
山
１

―　

―
３
）【
出
演
】
谷
川
俊
太

３６
郎
＝
朗
読
、
Ｄ
ｉ
Ｖ
ａ
（
歌
＝

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　

Ｄ
ｉ
Ｖ
ａ
＋
谷
川
俊
太
郎

ＤｉＶａ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 in
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

�
栄
養
・
健
康
講
座

高
齢
者
の
食
事
講
習
会

�
在
宅
栄
養
士
講
習
会

野
鳥
の
観
察
会

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

�
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

め
ざ
せ
多
摩
湖

�

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

２月２８日�・２９日�
午前１０時～午後４時
区役所１階ロビーまたは
２階国民年金課

２月２９日�は、国民年金保険料１
月分の支払い期限です。忘れずに
お支払いください。

年金相談のお知らせ浜
田
山
お
や
こ
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
芸
会

歌
と
お
ど
り
の
つ
ど
い

�

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス 

パ
ー
テ
ィ
ー

�
郷
土
博
物
館

ひ
な
人
形
展
示

�

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

す
っ
き
り
き
れ
い
に 

住
む
た
め
の
収
納
術

��
阿
佐
谷
図
書
館
文
学
講
座

中
央
線
な
人 

―
沿
線
文
化
人
類
学

�

�
郷
土
史
講
座

江
戸
時
代
の
刑
法 

―
庶
民
生
活
と
町
奉
行

�

小山実稚恵さん

高
瀬
麻
里
子
／
ピ
ア
ノ
＝
谷
川

賢
作
／
ベ
ー
ス
＝
大
坪
寛
彦
）

【
曲
目
】
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た

メ
ド
レ
ー
、さ
よ
う
な
ら
、２
０

０
０【
定
員
】二
〇
〇
名
【
入
場

料
】
二
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数
を
書
い
て
３

月
３
日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並

区
文
化
振
興
協
会
（
〒　

‐
０

１６７

０
４
３
上
荻
３
―　

―
５
杉
並

２９

会
館
内
℡
５
３
１
１
‐
７
０
３

５
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
８
）

へ
。
電
話
申
し
込
み
も
可
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

FAX

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
巨
匠
ル
カ
ー

チ
・
エ
ル
ビ
ン
さ
ん
の
指
揮
、

小
山
実
稚
恵
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
午
後

２１

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）【
出
演
】
指
揮
＝

２３

１５

ル
カ
ー
チ
・
エ
ル
ビ
ン
／
ピ
ア

ノ
＝
小
山
実
稚
恵
／
管
弦
楽
＝

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
【
曲
目
】
ロ
ッ
シ
ー
ニ
＝

歌
劇
「
セ
ミ
ラ
ー
ミ
デ
」
序

曲
、
シ
ュ
ー
マ
ン
＝
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
交
響
曲

第
四
番
【
定
員
】
一
〇
六
八
名

【
入
場
料（
特
別
料
金
）】
指
定

席
三
五
〇
〇
円
、
自
由
席
二
五

〇
〇
円
（
友
の
会
会
員
割
引
あ

り
）【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
】
２

月　

日
�
午
後
１
時

１１
◇
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

　

①
文
化
振
興
協
会
（
上
荻
３

―　

―
５
杉
並
会
館
内
。
電
話

２９
予
約
も
可
。
初
日
は
電
話
予
約

の
み
）、近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

杉
並
区
役
所
内
店
（
区
役
所
西

棟
二
階
）
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
②
各
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
＝
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
休
館
日
を
除
く
）

ルカーチ・エルビンさん

日
本
フ
ィ
ル
・
シ
ー
ズ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
春
」

文
化
振
興
協
会
の
催
し
…

文
化
振
興
協
会
の
催
し
…
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
＝＝
℡℡
５
３
１
１

５
３
１
１
‐‐
７
０
３
５

７
０
３
５

行 事
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基
本
的
な 
剪
定 
の
し
か
た
な

せ
ん
て
い

ど
を
、
実
習
を
通
し
て
学
び
ま

す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
▽
午

１２

前
の
部
＝
午
前　

時
〜
正
午
▽

１０

午
後
の
部
＝
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時　

分
【
会
場
】
塚
山
公
園

３０

み
ど
り
の
相
談
所
（
下
高
井
戸

５
―　

―　

）【
講
師
・
内
容
】

２３

１２

㈱
植
米
苑
代
表
取
締
役
・
秦
正

�
さ
ん
の
講
演
と
実
習
【
対

象
】
区
内
在
住
の
方
【
定
員
】

各
三
五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）に

午
前
の
部
ま
た
は
午
後
の
部
の

い
ず
れ
か
を
書
い
て
、
２
月　
２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
環
境
保
全

課
み
ど
り
の
係
へ
（
会
場
に
は

送
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ

　

【
日
時
・
内
容
】
①
２
月　
２４

日
�
＝
「
失
語
症
に
つ
い
て
」

講
師
…
河
北
総
合
病
院
言
語
聴

覚
士
・
恩
田
暢
子
さ
ん
（
定
員

三
〇
名
）
②
２
月　

日
＝

２５

「
口
腔

    

ケ
ア
に
つ
い
て
」
講
師

こ
う
く
う

…
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
歯
科

衛
生
士
（
定
員
二
〇
名
）
／
時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】
阿
佐

３０

谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
（
阿
佐
谷

北
１
―
２
―
１
）【
対
象
】
高
齢

者
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
℡
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

賢
い
資
産
運
用
と
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

１１

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
勤
労
福

祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

【
講
師
】
東
京
労
働
金
庫
営
業

支
援
セ
ン
タ
ー
・
丸
橋
昭
彦
さ

ん
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
勤
労
者
と
そ
の
家
族
【
定

員
】
七
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

電
話
番
号
は
自
宅
と
職
場
を
記

入
）
に
職
業
・
勤
務
先
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２６

に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協
会

（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井
４
―

１６７

３
―
２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
℡

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
へ
。

　

疲
労
回
復
に
効
果
の
あ
る
ツ

ボ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て
の

簡
単
な
講
義
と
実
習
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
▽
第

１８

一
回
＝
午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

▽
第
二
回
＝
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
【
会
場
】
勤
労
福
祉
会
館

３０（
桃
井
４
―
３
―
２
）【
講
師
】

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
エ
グ
ザ
ス

治
療
院
専
任
ト
レ
ー
ナ
ー
【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労

者
と
家
族
【
定
員
】
各
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

電
話
番
号
は
自
宅
と
職
場
を
記

入
）に
職
業
と
希
望
す
る
回（
い

ず
れ
か
を
選
択
）
も
書
い
て
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�

２９

杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協
会
（
〒

　

‐
０
０
３
４
桃
井
４
―
３
―

１６７２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
℡

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
へ
。

�第１１回バウンドテニス親善大会
　【日時】３月１２日�午前９時～午後５時（区後援）【会場】荻窪体育館（荻窪３
‐４７‐２）【対象】区内在住・在学・在勤で区協会に登録されている方（締切日ま
でに登録すれば参加できます）【種目】男女別ダブルス・混合ダブルスの団体戦
【定員】１００名（先着順）【参加費】１人５００円（当日会場で集めます。保険料含む）
【申込み】各体育館においてある申込用紙または便せんなどに必要事項を記入
し、２月２０日（必着）までに区バウンドテニス協会・福間富美子（〒１６６‐０００３高
円寺南３‐３０‐７）へ郵送【問合せ】同協会・福間℡５９３２‐４６９１【備考】当日は運
動のできる服装と体育館履きを持参してください
�第２回クロカン・ラン記録会
　【日時】３月１２日�午前９時～正午（区後援）【会場】都立和田堀公園内（１周
約１．４㎞）【対象】区内在住・在学・在勤で小学生以上の健康な方【種目】Ａタイ
プ（高校生以上一般男女）＝約７．６㎞／Ｂタイプ（中学生男女）＝約４．８㎞／Ｃタ
イプ（小学５・６年生男女）＝約３．４㎞／Ｄタイプ（小学１～４年生男女）＝約２．０㎞
【定員】１００名（先着順）【参加費】小・中学生５００円、高校生以上１０００円（傷害保
険代含む）【申込み】所定の申込用紙（区内運動施設においてあります）に必要事
項を記入し、参加費を持参または現金書留で３月５日（必着）までに区トライア
スロン連合（〒１６７‐００４１善福寺３‐１３‐１９フレンド商会内）へ【問合せ】同連
合・中野℡５３８２‐６１０７
�都民体育大会予選会
◇卓球
　【日時】３月１２日�午前９時～午後９時【会場】上井草スポーツセンター（上
井草３‐３４‐１）【種目】男子シングルス＝一般・３０代・４０代・５０代・６０代、女子
シングルス＝一般・３５歳以上・４５歳以上・５５歳以上、男子・女子ダブルス【対象】
区内在住・在勤・在学または東京都卓球連盟に加盟していて本拠地が杉並にある
クラブのメンバー【参加費】シングルス６００円（高校生以下４００円）、ダブルス１組
１２００円【申込み】住所、氏名、年齢、性別、希望種目、所属チームを書いて、参
加費（切手、定額小為替、現金書留）を同封のうえ、３月１日（必着）までに区卓
球連盟事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１タマス内）へ【問合せ】同連盟・大
沼℡３３１４‐６６２４
◇バドミントン
　【日時】４月１日�、９日�午前９時～午後９時【会場】１日＝上井草スポーツセ
ンター（上井草３‐３４‐１）、９日＝大宮前体育館（宮前２‐１１‐１１）【種目】男子・
女子ダブルス【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加費】１組３０００円【申込み】
参加費を郵便振替で「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」あて入金のう
え、申込書（各体育施設にあります）に必要事項を書いて、参加費の郵便振替受
領書の写しを添えて、３月６日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒
１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０）へ【問合せ】同連盟・宇田川℡３３１３‐８５５１（午前１１
時～午後６時）
◇空手道
　【日時】４月９日�午前９時～午後４時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【種目】個人組手（男子・女子）【対象】区内在住・在勤・在学の方または区空手
道連盟登録者【参加費】１０００円（当日会場へ持参してください）【申込み・問合

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

せ】３月６日までに電話で区空手道連盟・井上雅博℡３３９８‐７２５７へ【備考】健康保
険証（コピー可）を当日持参してください
�区民体育祭冬季大会
◇スケート競技会
　【日時】３月２０日�午前７時～９時４５分【会場】明治神宮外苑アイススケート場
（新宿区霞ケ丘５）【種目】�中学生・高校生・一般男子＝５００��中学生・高校
生・一般女子＝３００��小学生男子・女子＝２００��４５歳以上・６０歳以上男子、３５
歳以上女子＝２００��１０００�選手権（中学生・高校生・一般男子の上位９名）【対
象】区内在住・在勤・在学の方（公認登録選手を除く）【参加費】無料【申込み】
２月２８日（必着）までに所定の申込書（各体育施設にあります）で区スケート連
盟・佐藤忠次（〒１６６‐００３１新宿区西落合２‐３‐９）へ郵送または持参【問合せ】
同連盟・佐藤℡３９５２‐１３２５【備考】帽子・手袋は必ず着用のこと。スケート靴は
各自持参を。貸し靴（無料）もあります

�ネイチャーワールド　スノボ教室
　中学生を対象に初心者・初級者の教室です。ボードやウ
ェアもレンタルなので、初体験にもぴったりです。
　【日程】３月２７日�～２９日�（２泊３日）【会場】長野県
菅平高原【対象】区内在住の中学生【定員】２０名【参加費】
１５０００円（宿泊、交通、講習、用具・ウェア等のレンタル
料、保険料を含む）【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入
例参照）に学校名・学年、保護者名も書いて、２月２６日（必
着）までに児童青少年センター（〒１６７‐００５１荻窪１‐５６‐
３）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センタ
ー℡３３９３‐４７６０
�フィットネスセミナー　肩こり腰痛予防コース
　家庭でできるストレッチ・体操を指導します。
　【日時】３月８日�午後１時～３時【会場】上井草スポーツセンタートレーニ
ングルーム【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】無料（入
場料として４００円が必要）【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）で２月
２５日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。
申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター℡３３９０‐５７０７【備考】セミナ
ー開催中は一般利用できません

◆体育施設休場のおしらせ◆

休場理由休場期間電話番号施設名

グラウンド整備およびＵ
字溝清掃のため

２月１４日�～１８日�３３１１‐７４１０松ノ木運動場・野球場

芝生の整備のため２月２１日�～２５日�３３１１‐７４１０和田堀公園野球場

ライン塗装のため３月１７日�３３９０‐５７０７上井草体育館

※問い合わせは、各施設または�スポーツ振興財団℡５３０５‐６１６１へ。

　

西
暦
２
０
０
０
年
は
、
国
連

が
定
め
た
「
平
和
の
文
化
国
際

年
」。
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で

は
、
平
和
を
願
う
歌
詞
を
募
集

し
ま
す
。
作
曲
家
・
三
善
晃
さ

ん
が
曲
を
付
け
、
９
月　

日
に

１０

セ
シ
オ
ン
杉
並
で
開
催
予
定
の

「
平
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０

０
」で
発
表
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　

【
テ
ー
マ
】「
平
和
を
願
う

わ
た
し
の
夢
・
愛
・
希
望
」

【
応
募
資
格
】
区
内
在
住
・
在

学
の
小
学
五
年
生
〜
中
学
生

　

申
し
込
み
は
、
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
（
タ
イ
ト
ル
、
字

数
は
自
由
）
に
作
品
と
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
書
い

て
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ユ
ネ
ス

コ
担
当
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

　

問
い
合
わ
せ
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
・
林
℡
３
３
９

６
‐
９
５
６
５
／
橋
本
℡
３
３

９
０
‐
２
４
３
７
へ
。

※
�
一
〜
五
名
に
賞
状
と
記
念

品
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

を
贈
呈
�
作
曲
の
際
に
作
品

は
補
作
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
�
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
�
応
募
作
品
の
著
作

権
は
協
会
へ
帰
属
し
ま
す
。

�
春
の
園
芸
教
室

や
さ
し
い
庭
木
の
手
入
れ

�

家
族
介
護
者
教
室

�
財
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

低
金
利
時
代
の
資
産
形
成
と 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

�

�
ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
並

健
康
セ
ミ
ナ
ー 

ツ
ボ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

世
紀
は
君
た
ち
の
時
代
！

２１平
和
を
願
う
歌
詞
を
募
集
し
ま
す

スポーツ�

スポーツ教室

競技大会
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【
職
種
】
理
学
療
法
【
募
集

人
数
】
一
名
【
受
験
資
格
】
国

籍
を
問
わ
ず
、
昭
和　

年
４
月

３６

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
理
学
療

法
士
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
ま

た
は
取
得
見
込
み
の
方
【
勤
務

場
所
】
区
立
福
祉
施
設
【
選
考

日
お
よ
び
場
所
】
３
月　

日
�

１７

集
合
時
間
・
会
場
等
詳
細
は
、

申
し
込
み
後
受
験
票
に
記
載
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
【
採
用
年

月
日
】
５
月
１
日
以
降

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

書
兼
履
歴
書
（
職
員
課
人
事
係

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
＝
３
月
７

日
（
消
印
有
効
）
／
持
参
＝
３

月
８
日
ま
で
に
職
員
課
人
事
係

（
区
役
所
東
棟
五
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

【
期
間
】
４
月
１
日
か
ら
一

年
間
（
五
回
ま
で
更
新
可
）

【
勤
務
時
間
・
日
数
】
一
日
八

時
間
・
月
一
六
日
【
勤
務
場

所
】
区
立
小
・
中
学
校
【
勤
務

内
容
】
給
食
の
栄
養
と
衛
生
の

管
理
お
よ
び
指
導
な
ど
【
応
募

資
格
】　

年
４
月
１
日
現
在
で

１２

栄
養
士
の
有
資
格
者
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
方
【
募
集
人
員
】

若
干
名
【
報
酬
】
月
額
一
五
万

六
二
〇
〇
円
以
上
（　

年
度
実

１１

績
、
年
齢
・
経
験
に
よ
り
加
算

あ
り
）【
面
接
日
】
２
月　

日
�

２４

【
そ
の
他
】
交
通
費
支
給
、
有

給
休
暇
、
社
会
保
険
あ
り

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
を
持
参
の
う
え
、
２

月　

日
ま
で
に
学
校
給
食
係

２１
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

◇
施
設
運
営
協
議
会
委
員

　

【
対
象
】
区
内
在
住
の　

歳
１８

以
上
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
熱

意
と
理
解
が
あ
り
、
諸
活
動
が

可
能
な
方
【
募
集
人
数
】
三
〇

名
程
度
【
任
期
】　

年
４
月
１

１２

日
〜　

年
３
月　

日（
二
年
間
）

１４

３１

　

申
し
込
み
は
、
申
込
書
（
財

団
事
務
局
、
区
立
体
育
施
設
、

社
会
体
育
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
２
月　
２９

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉
並
区

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１４

２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
八

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

◇
託
児
員
登
録
者

　

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者

の
お
子
さ
ん
の
一
時
保
育
を
行

う
託
児
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
対
象
・
資
格
】
満　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
方
で
、
保
育
資

６０
格
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
幼
稚

園
・
小
中
学
校
の
教
諭
と
し
て

の
実
務
経
験
が
あ
り
、
育
児
経

験
の
あ
る
方
【
内
容
】
３
歳
〜

就
学
前
の
児
童
の
保
育
【
勤
務

場
所
】
高
円
寺
体
育
館
（
高
円

寺
南
２
―　

―　

）、上
井
草
ス

３６

３１

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―　

―
１
）、
荻
窪
体
育
館
（
荻

３４
窪
３
―　

―
２
）、下
高
井
戸
運

４７

動
場（
下
高
井
戸
３
―　

―
１
）

２６

【
募
集
人
数
】
若
干
名

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
生

年
月
日
・
資
格
（
教
諭
資
格
の

方
は
実
務
経
験
年
数
も
）、
育

児
経
験
の
有
無
、
従
事
可
能
な

曜
日
・
時
間
帯
・
場
所
も
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２９

に
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ

１４

谷
ビ
ル
八
階
）
へ
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
財
団
℡

３
３
１
２
‐
２
１
１
１
（
区
代

表
）
へ
。

　

【
勤
務
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
高
齢
者
の
介
護
【
応
募

条
件
】
高
齢
者
介
護
に
熱
意
の

あ
る　

歳
ま
で
の
方
【
募
集
人

４５

数
】
各
一
〜
二
名
【
勤
務
時
間
】

一
日
六
〜
七
時
間
（
週
二
〜
三

日
程
度
）【
時
給
】
八
五
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
和
泉

２９
ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０

１６８

６
３
和
泉
４
―　

―　

℡
３
３

４０

３１

２
１
‐
４
８
０
８
）
／
松
ノ
木

ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
４
松
ノ
木
２
―　

―
３
℡
３

１４

３
１
８
‐
２
６
６
０
）へ
郵
送
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
各
ふ
れ
あ

い
の
家
へ
。

　

【
内
容
】
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
利
用

者
と
協
力
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
な
ど
②
食
事
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
お
け
る
調
理
指
導

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
な
ど

【
応
募
資
格
】
①
＝
社
会
福
祉

士
ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
持
ち
、
福
祉
施
設
な
ど
の
勤

務
経
験
が
三
年
以
上
あ
り
、　
３５

歳
以
下
の
方
②
＝
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
持
ち
、
病
院
・
介
護

施
設
な
ど
で
栄
養
管
理
指
導
な

ど
の
勤
務
経
験
が
三
年
以
上
あ

り
、　

歳
以
下
の
方
【
採
用
人

３５

数
】
①
②
と
も
一
名
【
勤
務
条

件
】
①
②
と
も
勤
務
時
間
は
、

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
時
間
外
勤

１５

務
あ
り
）【
給
与
】
月
給
一
八
万

八
八
〇
〇
円
（
扶
養
手
当
な
ど

の
各
種
手
当
、
賞
与
あ
り
）、
社

会
保
険
適
用

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を
２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉

２５
並
区
さ
ん
あ
い
公
社
管
理
課

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉

１６

会
館
六
階
）
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
℡
５

３
０
６
‐
３
１
３
５
へ
。

　

【
日
時
】
①
３
月
４
日
�
②

３
月
５
日
�
／
時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
中
止
・
区
後
援
）【
会

場
】
①
妙
正
寺
公
園
②
井
草
森

公
園
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

◇
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
友
の
会
℡
３

４
１
２
‐
６
８
５
７
（
平
日
午

前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。
申

１０
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

◇
児
童
育
成
手
当
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
（
○親
 

医
療

証
）

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

▽
対
象
要
件

　

年
齢
が　

歳
１８

未
満
（
年
度
末

ま
で
。
○親
 

医
療

証
に
つ
い
て
は

中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
方
は

　

歳
未
満
）で
、

２０次
の
い
ず
れ
か

の
状
態
に
あ
る

児
童

　

①
父
母
が
離

婚
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を

異
に
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母

が
死
亡
し
た
③

父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
の
二
級
以
上
）
④
父
ま
た

は
母
が
生
死
不
明
⑤
父
ま
た
は

母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ

り
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
父
が
い
な
い
（
婚
姻
に
よ
ら

な
い
母
か
ら
出
生
し
、
父
と
生

計
を
異
に
し
て
い
る
）

◇
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

児
童
を
養
育
し
て
い
て
、
公
的

年
金
等
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

▽
対
象
要
件

　

年
齢
が　

歳
未
満
（
年
度
末

１８

ま
で
。
中
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
方
は　

歳
未
満
）
で
、
次
の

２０

い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童

　

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生

計
を
異
に
し
て
い
る
②
父
が
死

亡
し
て
い
る
③
父
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
④
父
が
生
死
不
明
⑤

父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
父
が
い

な
い
（
婚
姻
に
よ
ら
な
い
母
か

ら
出
生
し
、
父
と
生
計
を
異
に

し
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　

☆　
　
　

　

い
ず
れ
も
、
所
得
制
限
が
あ

り
、
今
年
度
は
右
表
の
と
お
り

で
す
。　

　

手
当
は
、
申
請
の
翌
月
分
か

ら
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
か
ら
五
年
を

過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
課

へ
。

　

「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
都

市
計
画
施
設
（
道
路
、
公
園
な

ど
）
の
予
定
区
域
内
の
土
地
の

売
買
（
一
〇
〇
�
以
上
）
な
ど

に
つ
い
て
は
、
契
約
前
に
届
出

が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
経
理
課
用

地
係
へ
。

掲示板
杉
並
区
職
員

�
杉
並
区 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

非
常
勤
栄
養
士

　

第
一
回
区
議
会
定
例
会
は
、

２
月　

日
�
か
ら
開
会
さ
れ
る

２２

予
定
で
す
。
こ
の
定
例
会
で

は
、
主
に　

年
度
の
予
算
案
を

１２

中
心
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
、
定
員
の
範
囲
以
内
で
ど
な

た
で
も
自
由
に
傍
聴
（
手
話
通

訳
も
あ
り
ま
す
）
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

区
議
会
事
務
局
へ
。

※
①
区
議
会
の
日
程
は
、
２
月

　

日
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ

１５く
だ
さ
い
②
手
話
通
訳
希
望

の
方
は
、
希
望
日
の
四
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

平
成　

年
４
月
の
特
別
区

１２

制
度
改
革
に
よ
っ
て
東
京
都

が
行
っ
て
い
た
清
掃
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
身
近
な
行
政

を
、
区
が
基
礎
的
自
治
体
と

し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
財
源
配
分

に
つ
い
て
、
都
と
区
と
の
間

で
長
期
間
に
わ
た
り
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
来
は
市
税
で
あ
る
固
定

資
産
税
、
区
民
税
法
人
分
、

特
別
土
地
保
有
税
は
、
都
と

　

区
の
間
で
は
、
都
区
共
通

２３の
財
源
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
配
分
を
め
ぐ

る
協
議
は
、「
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
、
区
民
の
期
待
に

こ
た
え
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
」
と
す
る
区
側
と
、
で

き
る
だ
け
財
源
を
手
放
し
た

く
な
い
都
側
の
主
張
に
大
き

な
開
き
が
あ
っ
て
難
航
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

区
が　

％
、
都
が　

％
と
い

４４

５６

う
配
分
比
率
を
、区
が　

％
、

５２

都
が　

％
と
す
る
こ
と
で
、

４８

ひ
と
ま
ず
合
意
を
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
特
別
区
側
と
し

て
は
、
こ
の
配
分
比
率
は
、

移
管
さ
れ
る
事
務
事
業
を
責

任
を
も
っ
て
円
滑
に
実
施
し

て
い
く
に
は
、
不
十
分
な
も

の
と
考
え
て
お
り
、
都
議
会

で
の
条
例
改
正
の
審
議
の
際

に
「
一
定
期
間
経
過
後
に
改

め
て
見
直
す
。
年
度
途
中
で

あ
っ
て
も
財
源
不
足
を
生
じ

た
場
合
、
都
は
協
議
に
応
じ

る
」
旨
の
附
帯
決
議
を
つ
け

る
こ
と
を
条
件
に
、
や
む
を

得
ず
都
案
を
受
け
入
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
都
区
の
共
通

財
源
で
あ
る
固
定
資
産
税
な

ど
が
、
基
礎
的
自
治
体
と
し

て
自
立
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

割
合
で
配
分
さ
れ
、
区
民
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
に
役
立
つ
も

の
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
せ
は
、
企
画
部
予

算
課
へ
。

東
京
都
と
特
別
区
の
財
源
配
分
を
、
区
が
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
自
立
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
割
合
に
な
る
よ
う

見
直
し
て
い
き
ま
す
。

和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家

非
常
勤
介
護
職

�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

職
員
（
常
勤
）

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

出
店
者

�
ご
存
じ
で
す
か 

児
童
育
成
手
当
・
児
童
扶

養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
制
度

�

〈所得制限〉

児童育成手当
ひとり親家庭等
医療費助成

児童扶養手当
扶養
人数

本人
配偶者
扶養義務者

本人
配偶者
扶養義務者

本人

Ｂ表Ａ表

４７３万５０００円２３６万円１５４万円２３６万円１５４万円４５万８０００円０人
５１６万８０００円２７４万円１９２万円２７４万円１９２万円９０万４０００円１人
５６０万３０００円３１２万円２３０万円３１２万円２３０万円１３２万６０００円２人
４３万５０００円

加算
３８万円
加算

３８万円
加算

３８万円
加算

３８万円
加算

４２万２０００円
加算

1人増
す毎に
（注）１．給与所得者＝源泉徴収票の給与所得控除後の金額から手当で定める控除額

を差し引いた額。２．事業所得者＝確定申告書の所得金額から手当で定める控
除額を差し引いた額。３．児童扶養手当＝Ａ表の方は月額４万２３７０円、Ｂ表の
方は月額２万８３５０円を支給（２人目は５０００円を加算）。４．児童育成手当＝月額１
万３５００円を支給。５．扶養義務者＝申請者と同居の親・兄弟姉妹・１８歳以上の
子ども。

区
議
会
を 

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

都
市
計
画
施
設
予
定
区

域
内
の
土
地
売
買
契
約

等
は
届
出
を

大
都
市
財
源
の
配
分

特
別
区
が　

％
に

５２

特
別
区
制
度
改
革

特
別
区
制
度
改
革

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
□４
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